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会  議  録 

会 議 名 第３４期小金井市公民館運営審議会第７回審議会 

事 務 局 公民館 

開 催 日 時 平成３０年４月１９日（木）午前１０時から１１時３０分 

開 催 場 所 市役所第二庁舎８階 ８０１会議室 

出 席 委 員 國分委員長 渡邉副委員長 菅沼委員 雨宮委員 平野委員  
吉冨委員 酒井委員 杉山委員 畠山委員  

欠 席 委 員 髙橋委員 

事 務 局 員 大熊教育長 藤本生涯学習部長 西村公民館長 中川庶務係長 
大久保事業係長 松本貫井南分館長 小磯緑分館長 

貫井北・東分館

事業運営受託者 ＮＰＯ法人市民の図書館・公民館こがねい 村山分館長 鈴木分館長 

傍 聴 の 可 否  可 傍 聴 者 数  ０名 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 

 

会 議 次 第 

１ 報告事項 
 ⑴ 職員の異動について 
 ⑵ 都公連委員部会運営委員会について 

 ⑶ 公民館事業の報告について 

 ⑷ 平成３０年度予算について 

 ⑸ 平成３０年度公民館運営審議会等日程の差し替えについて 

２ 協議事項 

 ⑴ 公民館主催事業の市民へのＰＲ方法の改善・その後の進捗に

ついて 

 ⑵ 第３４期公民館運営審議会検討事項等について 

３ 審議事項 

 ⑴ 公民館事業の計画について 

４ その他 

 ⑴ 公民館企画実行委員の改選について 

 ⑵ 事業評価の実施について 

 ⑶ その他 

 

配付資料 

 ⑴ 第６回公民館運営審議会会議録 

 ⑵ 公民館事業の報告 

 ⑶ 公民館事業の計画 
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 ⑷ 月刊こうみんかん №４８０ 

 ⑸ ひがしちょう空間３２号 

 ⑹ KITAMACHI ユース Vol.４１ 

 ⑺ 公民館主催事業の市民へのＰＲ方法の改善・その後の進捗 

   （菅沼委員資料） 
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会  議  結  果 
國 分 委 員 長  定刻になりましたので、第７回公民館運営審議会を始めたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

西村公民館長  おはようございます。まず初めに、会議録の承認ということで、第６

回審議会の会議録を皆様にお配りしているところですが、ご承認という

ことでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

西村公民館長  ありがとうございます。 

 それでは、ご配付いたしております資料について、庶務係長からご説

明させていただきます。 

中川庶務係長  庶務係長の中川です。よろしくお願いいたします。 

 まず、事前にお配りした資料を確認させていただきます。郵送でお送

りした分です。第３４期第７回審議会の開催（通知）、第６回会議録、

公民館事業の報告、公民館事業の計画、月刊こうみんかん、ひがしちょ

う空間、ＫＩＴＡＭＡＣＨＩユース、それから、菅沼委員から、公民館

主催事業の市民へのＰＲ方法の改善・その後の進捗、こちらが事前に配

付した資料になっております。 

 本日、お手元にお配りした資料といたしまして、本日の次第、平成３

０年度公民館歳出予算、平成３０年度公民館運営審議会等日程、また、

菅沼委員からの資料で、都公連委員部会運営委員会の資料になります。

最後に、平野委員から、公民館利用団体の皆様宛ての科学の祭典用のチ

ラシになります。 

 以上になります。お手元に資料のない方、いらっしゃいますか。 

國 分 委 員 長  よろしいですか。 

 資料について終わりましたので、報告事項に移ってよろしいですか。 

 

１ 報告事項 

 （１）職員の異動について 
國 分 委 員 長  １番、職員の異動について。 

西村公民館長  ４月１日付で人事異動がありましたので、ご報告させていただきま

す。 

 公民館の人事異動の前に、まず、教育長と生涯学習部長が変わりまし

たので、それぞれご挨拶をさせていただきたいと思います。 

 教育長、よろしくお願いします。 

大 熊 教 育 長  ４月１日付で教育長に就任いたしました大熊と申します。 

 僕自身は、実は平成９年から５年間、教育委員会の指導主事をしてお

りました。そのときから小金井の様子は少しはわかっているつもりでご

ざいます。 

 そんな中で、人生１００年と言われるようなＣＭが流れたり、孤立、

親の不安が不登校を生んだり、それから、さまざまな文化の発信等々を

していくためにも、公民館の役割は改めて新しく考えなければならない

と捉えております。その行く先をしっかりと議論していただいて、審議
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をしていただくということ、これからもよろしくお願いしたいという気

持ちでいっぱいでございます。 

 どうか忌憚のないご意見をいただきまして、小金井の未来の公民館を

どのようにしたらいいかということを、しっかり考えていただきたいと

思いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

西村公民館長  ありがとうございました。 

 続きまして、生涯学習部長よりご挨拶させていただきます。部長、お

願いします。 

藤本生涯学習部長  ４月１日付で西田より交代して生涯学習部長になりました藤本と申

します。どうぞよろしくお願いします。 

 前任は市民部長に着任しておりました。教育委員会については、平成

１４年から１８年度まで５年間、指導室に在籍しておりました。 

 公民館につきましては、これから教育委員会におきましても、中期計

画、長期計画を作成していかなくちゃいけないという課題があると引き

継いでおります。委員の皆様のご意見を聞きながら、着実に進捗を図れ

るように努めてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

西村公民館長  ここで、教育長と部長は別の公務のためご退席させていただきます。 

 それでは、引き続き、公民館職員の人事異動についてご報告させてい

ただきます。今回、５名ほど、多い異動になりますので、一人ずつご紹

介させていただきます。 

 庶務係長の牛込が保険年金課へ異動となりまして、先ほどもご挨拶さ

せていただきましたが、後任で、地域福祉課より中川でございます。 

中川庶務係長  地域福祉課地域福祉係より異動してまいりました。牛込係長の後を継

げるように頑張りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

西村公民館長  続きまして、緑分館長の服部が納税課へ異動になりまして、後任で監

査事務局より小磯が配属となっております。 

小磯緑分館長  ４月１日付で監査委員事務局より配属になりました小磯です。どうぞ

よろしくお願いします。 

西村公民館長  続きまして、貫井南分館長の和田が定年退職となりまして、後任で生

涯学習課より松本が配属となっております。 

松本貫井南分館長  以前はスポーツ振興係で仕事をしておりまして、教育委員会は長いほ

うです。スポーツ振興係の前に、公民館に約８年いましたので、大体の

ことはわかっているんですが、その当時と今の状況とは多分大分違って

いるんだなと思っておりますので、今後勉強していきながら事業を進め

ていきたいと考えております。よろしくお願いします。 

西村公民館長  そのほか、今日、出席はしておりませんが、本館の笘本が自立生活支

援課へ異動となりまして、後任で南分館長をやっていました和田が再任

用職員として配属となっております。 

 また、貫井南分館の千賀が、再任用雇用期間終了のため退職となり、

後任で納税課より高橋が配属となっております。 

 以上、５名の異動がございました。そのほかの分館長は特に変更はご
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ざいません。 

 よろしくお願いいたします。 

菅 沼 委 員   １つ教えてください。和田さんは再任用でどこへ行かれたんですか。 

西村公民館長  本館です。 

菅 沼 委 員   本館の事業係の中ですか。 

西村公民館長  本館の事業係ですけれども、籍は緑分館です。 

菅 沼 委 員   所属は本館の事業係。 

西村公民館長  そうです。 

菅 沼 委 員   わかりました。 

國 分 委 員 長  そのほかに質問ありますか。よろしいですか。 

 

 （２）都公連委員部会運営委員会について 

國 分 委 員 長  それでは、次に２番、都公連委員部会運営委員会について、菅沼さん。 

菅 沼 委 員   本日お配りしました３枚の資料でございます。簡単に行きます。 

 一応、前回の議事録が２ページ目に載っていますので、どんなことを

やっているかというのは、これで見てください。 

 トピックスだけですが、２月３日にありました都公連の研究大会の第

４課題別集会のまとめと、研究大会の参加アンケートの集計結果が出て

きました。それぞれが１０ページ以上のものなので、配付するのは大変

なので、これからお廻ししますので、見てください。 

 大会参加アンケートは、参加者が２２０人の中の１４３人がアンケー

トに回答されまして、全体的に非常に好評だったとの事です。個々のア

ンケートの内容はこの中を見ていただければわかりますので、見ていた

だきたいと思います。 

 それから、そのときに、この委員会で話が出たのは、全体の基調講演

は非常によかったというのと、分科会もそれぞれ分かれて具体的なこと

ができてよかった。アンケートについてもわりあい好評なアンケートが

ありましたというような内容でした。 

 それで、研究大会の後に意見交換会とありますけれども、小金井では

報告会を実施しました。こういう報告会をやったのは小金井市だけだっ

たと。ほかの市は何もやられていないと。やっぱりそういうことはやる

べきですなというようなことで、一つお褒めをいただいたというか、評

価されました。そんなことがありました。 

 あと、都公連は４月より委員がかわりますので、委員部会は、今回の

部会長は町田市、委員部会の副会長は小金井市になります。来年は小金

井市が委員部会の会長をやらなければいけないので、ちょっと大変だな

ということです。 

 あと、今年の反省と次年度への申し送り事項の確認というのをやりま

した。３ページに次年度への申し送り事項、委員がかわりますので、ど

んなことをこの委員部会ではやっているかと、どんなことを今後やって

いくんだということをきちんと次の委員に申し送ろうということで、こ

ういうような申し送り事項をつくって、４月からまた活動をすると。た
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だし、委員１１人のうちに、かわるのが３、４人ですから、半分以上は

残るので、大体、この申し送り事項を見なくてもやれるなということな

んですが、こんな話がありました。また４月からスタートいたします。

また随時報告いたします。 

 以上です。 

國 分 委 員 長  ありがとうございました。 

 

 （３）公民館事業の報告について 

國 分 委 員 長  ３番の公民館事業の報告について、事業係長、お願いします。 

大久保事業係長  お手元にお配りしております送付資料（２）公民館事業の報告につい

てご説明いたします。 

 今回、本館４件、貫井南分館１件、東分館３件、緑分館５件、貫井北

分館４件、合計１７件の事業を報告しております。 

 概要をごらんいただきまして、ご意見、ご感想等ございましたら、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。 

 質問、菅沼さん、お願いします。 

菅 沼 委 員   質問と意見、感想ですが、３つあります。まず６ページですが、青年

学級「みんなの会」、これは去年で４０年ですか、歴史のある、非常に

公民館の中でもユニークな活動ですが、これの報告があります。 

 ２年前に旧福祉会館を閉じたときに、どこへ持っていくかということ

で、検討の結果、一小の体育館の２階にあるミーティングルームを使わ

せてもらうということで、２年前からスタートしています。この感想の

中に書いてありますように、一小にはエレベーターが設置されていない

と。車椅子の利用や足腰が弱い学級生には大変不便をかけているという

ことで、実は前回の「みんなの会」に私も出席させてもらいました。そ

の場で見ていて、２階にああいう会議室があって、下にトイレがあると

か、そういうことで、非常に身障者に対して問題があるなということを

感じました。 

 ということで、今後、「みんなの会」というのは、例えば公民館本館

の会議室を、身障者でありますし、優先的に使うというようなことを考

えていかないといかんのじゃないかなと。例えば公民館で健常者が今使

っている日曜の午後は、緑とか貫井とか、そのあたりに割り振るとか、

そういうことを公民館としてきちんと出さなきゃいかんじゃないかなと

いう感じがしました。講師の矢野さんがどう考えているかというのがあ

りますけれども、基本的には、今日、明日ということではなくて、下期

とか来期から、やっぱり公民館本館に戻したほうがいいんじゃないかな

という意見です。 

 あとは、いわゆる場所的に、前が旧福祉会館にあって、第一小で今や

っていますが、線路の向こう側じゃないとだめだとか、そういう問題が

あるのか、あるいは、例えば公民館本館Ｂ室を使ったときに、狭くて活
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動ができないから、やっぱり今のほうがいいんだとか、そういう意見も

集約して、できるだけ早い機会にこの問題を解決すべきじゃないかとい

うふうに考えております。ぜひ検討していただきたい。 

 私の案は、公民館本館会議室を使わざるを得ないじゃないかなと。あ

そこは１階ですし、スロープもありますし、車椅子が入れるし、そうじ

ゃないかなと。健常者に少し遠いところで活動してもらうということが

いいんじゃないかというふうに考えております。 

 一応、５月、６月の日曜日のカレンダーを見てみますと、月に一回は、

まだあきがあるんですね。フルに１００％じゃないなという感じもしま

すし、何とかそういう方向でやってみたらどうかという意見でございま

す。 

 もう一つつけ加えますと、７ページの表を見ますと、私、２５回、ほ

とんど使うのかなと思ったら、一小を今使っているのが１３回なんです

ね。月に１回、一小を使っているわけですね。だから、月に１回、本館

の会議室を占有しちゃうことが起きるということですが、そのぐらいで

あれば、健常者にほかの場所を利用してもらうところで、無理がきかな

いのかなということです。このあたりは考え方、方針の問題ですから、

その辺をきちんとしてもらいたいなと思います。この件は以上です。 

國 分 委 員 長  ありがとうございました。これはぜひ。 

大久保事業係長  ご意見ありがとうございました。 

 菅沼委員、それから以前にも、雨宮委員にも「みんなの会」にお越し

いただきまして、活動の内容をごらんいただいたものでございます。 

 いただいた意見、ボランティアスタッフのほうからも、階段、車椅子

の上げおろし、今、男性３人で上げおろしをしている状態なんですが、

非常に危険を感じている、何とかしてほしいという意見は私のほうも受

けております。 

 ただ、一方で、障害のある方が集まって活動する場所、以前は福祉会

館だったんですが、今、本館でやったらどうかという意見がありました

が、あまり大きく変えないほうがいいでしょう。やはり福祉会館、市の

中心部だったんですが、そこからなるべく離れないところ、集まりやす

いところを探した結果、一小のミーティングルームをお借りしてやりま

しょうというような経過があったと、私、聞いております。 

 とはいうものの、確かにエレベーターがないことによりまして、お話

の意見もありますとおり、ご負担をかけている部分がありますので、今

後、変えられるところがあれば変えて活動できるような形で、持ち帰ら

せていただきたいと思います。 

 以上です。 

國 分 委 員 長  よろしくお願いいたします。 

菅 沼 委 員   結論を出す期限を言ってください。２カ月以内の間には結論を出すと

か、基本的に前の会議でもそうだったんですが、宿題をきちんといつま

でやるかを明確にしようということになったわけですから、例えば２カ

月のうちに検討して、こういうふうにやるというふうに案を出すとか、
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検討しますで、また１年終わっちゃうと困るので、その辺はどうでしょ

う。こういう検討だっから１、２カ月あればできるでしょう。２カ月後

でもいいから。 

西村公民館長  前回の会議で提案されたものに対して、お答えをするということでご

提案いただいていますので、７月ぐらいに、一定、できるできない以外

にも、こういうような感じで検討していますという進捗状況をご報告さ

せていただきたいと思います。 

菅 沼 委 員   それと、もう一つ言い忘れたんだけど、７ページの２０番のところに

活動場所、急遽、図書館集会室に変更して実施したと書いてあるんです

が、図書館集会室というのは、そういう意味では対象になるんですか。

図書館と公民館だったら社会教育の中だから都合しろと。あそこの稼働

率はどんなものなんでしょう。それと、あそこは地下に行けるエレベー

ターがありますよね。そういうところが利用できないのかなと。あそこ

だったら、一小の隣だし、そういうアイデアは幾つかあるでしょうと。

それを考えてみたらどうかなと思うんです。 

西村公民館長  皆さんも三者懇談会とかで、今度、ご利用になるかなと思うんですが、

図書館の地下に、集会室がございます。稼働率については、細かいとこ

ろは把握はしていないんですが、確かに急遽使うようなこともできたの

で、その辺、図書館長とも話をしてみたいと思います。 

菅 沼 委 員   公民館の講座を基本的にやらせてもらえないかという。そのかわり

に、本館で今の「みんなの会」をやったらどうなのかなというアイデア

ですね。 

西村公民館長  わかりました。その辺も。 

雨 宮 委 員   ちょっとお伺いしたいんですけれども、その学校に通学しているとい

うか、利用している方、車で来ている方は多いんですか。 

大久保事業係長  車の送迎でお越しいただく方もいらっしゃいますし、ご自分で歩いて

お越しいただく方もおりますが、車の方、１割、２割ぐらいでしょうか、

いらっしゃいます。 

雨 宮 委 員   やはり、そういう方は、車とかないと、どうしても出席できないと思

うので、駐車スペースとか、そういうのが必要になってくると思うんで

すよ。小学校は結構広いから貸してもらえるんじゃないかと思うんだよ

ね。そうするとベターかなと思っているんですけれども、場所的に、私

も一度お伺いしたときは、２階まで乗せるのはちょっと大変だなと、ト

イレも大変だなと思っていたんですけれども、そういうのをいろいろ加

味してみると、大変なところをやっているなと感心しましたけれども、

何と結論を出していいのかわからないですけれども、そういうところも

いろいろ考えないと、主催者側としても大変なことだと思います。何と

言っていいかちょっとわかりませんけれども、私もそういうような経験

をしていますので、とにかく弱者のことを考えてやってほしいなと思い

ますので、よろしくお願いします。 

西村公民館長  今、雨宮委員が駐車場の関係もおっしゃっていて、さっき、菅沼委員、

図書館のほうは駐車スペースがないんですよね。だから、その辺、全体
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的なことも考えてご提案、確かに部屋としては図書館の地下で、エレベ

ーターもありますので、その辺、全体的なバランスを考えつつ、担当と

も相談してみたいと思います。 

國 分 委 員 長  図書館は、一小とかに駐車、そういう公的な場合でも貸してもらえな

いですか。 

西村公民館長  事業で借りるようなことはあるのかなと思うんですが、その辺も確認

させて。 

國 分 委 員 長  今までは一小だから、一小を使えたということですか。 

西村公民館長  そうです。今までは一小を借りているから。 

國 分 委 員 長  かなりいろいろ問題がありそうですが、一応、危険とかを感じておら

れる方もたくさんだということなので、２カ月後の回答をお待ちしてお

ります。よろしいですか。 

畠 山 委 員   雨宮さん、いわゆる障害者の方がそれを利用する人数、大体どのくら

いいらっしゃるんですか。 

雨 宮 委 員   把握はしていないんですけれども、どうしても家に引きこもっちゃう

んですよ、足の便がないと。だから、こっちのほうからそういうことで

ハンディサポートみたいなものを頼むような形で、私のほうはやってい

るんですけれども、なかなかハンディサポートさんも、日曜日はだめだ

とか、あるんですよね。だから、提供してくれるところもいろいろな事

情がありますので、私も一概には強制してやってくださいとは言えない

んですよ。ただ、いつもお願いはやっているつもりでいるんですけれど

も、たまたま一日だけだったらいいですよということで、日曜日は出し

ていただくような形、ありますけれども、とにかく車椅子の人は大きい

車じゃないとだめなんです、リフトがないと。１台に１人ぐらいしか乗

れないような状態なので、事業者も大変だと思いますよ。 

 私もあまり強いことは言えないですけれども、いつもお世話になるば

かりなので。だから、私はなるべくだったら頭を下げて、コメツキバッ

タじゃないですけれども、いつもお願いします、ありがとうございます

ということで、みんなにも言っています。そういう感謝の気持ちを持っ

てやってくださいということでは言っているんです。 

 みんなの学校というのは、利用されている方はどういう人か、いろん

な人がいるんだと思うんですけれども、知的障害の方とか、障害者もい

らっしゃるんですか、肢体の悪い方。 

大久保事業係長 基本的には知的の方です。 

雨 宮 委 員   知的障害の方が多いですよね。この間、行ったときには、教えている

方は大変だなと思って。まして５０人でしたか。その人を見るのは、ボ

ランティアがいても、それに携わる人は大変だと思います。私も感心し

て見ていましたけれども、偉いなと思って、ありがとうございますとい

うような感謝の気持ちでいました。 

國 分 委 員 長  どうもありがとうございました。いろいろ問題も含めて回答をお待ち

しております。 

菅 沼 委 員   あと２つあります。感想です。１３ページ、緑の生活日本語教室、こ
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れもボランティアスタッフの方が、２４人ですか、教育をしながらやっ

ていただいていて、この間、チラシで写真を見たので、非常にいい活動

をやっておられるなということで、いつも感心して見ているところです。 

 平成２８年度の延べ参加人数が１,０００人だったのが、今年１,５４

４人まで、１.５倍、利用者が伸びているんですね。このあたりは、例え

ば在住者が多くなったのか、あるいはＰＲが非常にうまくなって１.５倍

になったのか、そのあたりを聞きたかったんですが、今日は新任の方だ

から、別途教えてください。ちょっと興味があります。非常にいい活動

なんだけれども、１.５倍も急に増えたというのは、どういう活動で増や

したのかなというのが気になりました。 

 あと、１７ページの感想です。小金井の公民館は、緑と東と貫井北が

図書館と公民館が一体となってできているんですが、図書館と公民館の

コラボということがいろいろ叫ばれているんですが、今までコラボで紹

介されたのはビブリオバトルだけでした。これは５年前からやっている

ようなんですが、図書館と公民館のコラボ、それから若者、小学校の高

学年から２５歳ぐらいの人を対象にやっているということで、非常にい

い事業だなというふうに見ました。というのが一つの感想です。 

 あと、これに携わるのは、講師とかそういうのはいなくて、職員が全

部これを面倒見ているという理解でよろしいんでしょうか。 

村 山 分 館 長  そうです。講師はおりません。 

菅 沼 委 員   ということは、職員に随分負担がかかっているのかな。それとも初め

にこれを、年間スケジュールとか自己紹介をやれば、あとは受講者で勝

手にやっているんですかね。 

村 山 分 館 長  今年５年目を迎えまして、最初はやはり職員のほうでファシリテータ

ーをやって、ある程度仕組みをつくらないと、目的であったり、運営で

あったり、なかなかうまく進まなかったのが、やはり５年目になりまし

て、この中でも先輩とか後輩がいますので、大学生のお姉さんから小学

生までいろいろいますので、その辺が引き継がれているというか、自立

しているというか、だんだんみんなで回転していくような、運営してい

く様子を、職員は、いい意味で距離を保ちながら見て、やはり公民館で

すので、修正しながら。 

菅 沼 委 員   うまく回り始めているという理解でいいですね。少年教育事業という

のが、公民館では非常に今まで少なかったので、小学校の高学年からが

対象者で、こういう活動をやるというのは非常にいいことで、公民館の

一つのモデルケースじゃないかなと思って見ていました。ぜひこういう

活動は伸ばしていただきたいと思います。 

 以上です。 

國 分 委 員 長  ありがとうございました。いろいろな活動に対してご意見をいただい

てありがとうございます。 

 

 （４）平成３０年度予算について 

國 分 委 員 長  では、４番の平成３０年度予算について。 
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中川庶務係長  当日にお配りしましたＡ４横の平成３０年度公民館歳出予算につい

てご説明いたします。 

 ２カ年について比べておりまして、増減がわかるように整理しており

ます。 

 平成３０年度の当初予算額としては、公民館全体で１億８,８７９万

円です。昨年度に比べますと１,７００万円ほど減になっておりますが、

こちらは、公民館維持管理に要する経費が、ごらんのとおり１,７００

万円近く減になっていることに起因するものです。これは、平成２９年

度にある程度お金のかかる工事や修繕等の予算をつけていただいたも

のについて、昨年度工事等が終了したので、今年度は額が減ったものに

なっております。それ以外のところを見ていただきますと、平成２９年

度よりはおおむね若干増で予算がついています。 

 上から見ていきますと、公民館運営審議会等に要する経費のところで

ございますが、こちらの４,０００円の減は、会議録の作成の委託料が、

単価が下がったということらしくて、それによって少し減になったとい

うものになります。なので、回数ですとか、サポートについては前年度

と変わりなしという結果と思われます。 

 ３番の、少年教育事業に要する経費のところにつきましては、ちょっ

と増になりまして、それは、保育士の謝礼が少し昨年度から値上がりし

たものによるものと考えております。 

 ４番の、青年教育事業に要する経費のところでございます。こちらは、

先ほど菅沼委員もおっしゃっていた生活日本語教室について、バスの借

り上げ料が少し値上がってしまったものに起因するものになります。 

 ５番、男女共同参画に要する経費のところでございます。こちらも、

少年教育事業に要する経費と同じく、保育士の謝礼の単価が少し値上が

りしたため、結果としては増になっておりますが、時間ですとか人数に

は、平成２９年度から変更はございません。 

 ６番の青年教育事業に要する経費のところでございます。こちらで

は、事業の組みかえによりまして、保育士の単価も増えているんですけ

れども、人数を増やしております。平成２９年度は１０人だったものを

１７人まで増やしております。財源については、まちづくり講座から組

み替えという形で算出しております。また、成人学級の１回増、１３回

から１４回に回数を増やしております。こちらの財源もまちづくり講座

からの組み替えとなっております。 

 また、新規については、予算としまして、手話通訳者の方へ謝礼をつ

けることといたしました。 

 ７番、８番の文化活動事業に要する経費、視聴覚ライブラリー事業に

要する経費については、平成２９年度と増減はございません。 

 ９番、その他公民館事業に要する経費につきましては、若干新規で備

品購入をすることができると思われます。新しくパネルを買うお金をつ

けていただくことができました。 

 １０番のＩＴサポート事業に要する経費につきましては、若干減とな
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っておりますが、これは借りているパソコンが、リースから再リースと

いう、契約をちょっと変更したら減になったというか、お金が下がりま

したということで、このような結果となっております。 

 簡単にですが、平成３０年度の公民館の歳出の予算について、以上に

なります。 

國 分 委 員 長  ありがとうございました。 

西村公民館長  補足じゃないんですけれども、その他、公民館の事業に要する経費の

中に、貫井北と東の運営委託料が入っているんですけれども、運営委託

料についても、本年度も事業費はほぼ変わりないということでご報告さ

せていただきます。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。ご質問ですか。 

菅 沼 委 員   これの中で見ておかなければいけないのは、３番から８番、公民館講

座に対する経費が増えたか増えないかということですが、これは大体前

年並みだということで理解をすればいいですね。 

 それから、成人教育事業、これから子育て、子育ち関係の、お母さん

たちの事業をどんどん増やしていこうというのが、一つの公民館の方針

だと思うんですが、そうすると、保育士が相当要るんじゃないかという

ことで、今回、１０人を１７人に増やしていただいて、ありがたいなと

思うんですが、今後、まだまだ保育士の数というのは、よく見て予算に

反映していただきたいなと思います。 

 それから、成人教育事業の手話通訳者というのは、これは今回、シル

バー大学で受講者があるので、その謝礼だと思うんですが、これは公民

館で費用を持たなきゃいかんのですか。去年はほかの所属で持ってもら

ったんですが、ちょっと確認しておいてください。 

中川庶務係長  自立生活支援課で、緊急といいますか、手話通訳が突然必要になった

場合の予算を持っているようなんですけれども、それはあくまで、緊急

の対応ということなので。 

菅 沼 委 員   公民館でちゃんと申請しなさいということで、入れたということです

ね。わかりました。 

國 分 委 員 長  あとはよろしいですか。 

渡邉副委員長  １０番のパソコンのリースが再リースに変わったということですが、

パソコン以外に、タブレットに変わったという内容的な変化はないでし

ょうか。 

中川庶務係長  それは残念ながら。現在使っているＰＣのリース期間が切れまして、

同じＰＣを使い続けるために再リース契約に切り替えたものです。 

渡邉副委員長  逆にタブレットを増やしたという話はないですか。 

中川庶務係長  はい。 

吉 冨 委 員   ８番の視聴覚ライブラリーの事業というのは、具体的にどんな内容な

のでしょうか。 

菅 沼 委 員   市民映画会関連はここに入っているんじゃないですか。 

中川庶務係長  市民映画会のフィルム等の借り上げ料が大半でして、あとは視聴覚機

材のプロジェクターとか映写機等となっております。 
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吉 冨 委 員   これは一定額で同じように維持できるものなんですか。映画会のフィ

ルムの借り上げは、数が同じなら同じだと思うんですが、プロジェクタ

ーとかはリースなんですか。 

中川庶務係長  こちらは修繕費でついている予算ですので、市の備品です。 

吉 冨 委 員   備品を予算内で調整して、映像関係に使うということですか。 

中川庶務係長  備品、素人が直せるものではないかなと思われますので、その修繕の

お金は予算として毎年計上しています。 

吉 冨 委 員   ついた予算の中で調整して、直せるものを直すというような使い方で

すか。 

中川庶務係長  はい。 

吉 冨 委 員   わかりました。ありがとうございます。 

國 分 委 員 長  よろしいですか。ほかに。 

 予算については以上で終わります。 

 

 （５）平成３０年度公民館運営審議会等日程の差し替えについて 

國 分 委 員 長  ５番の、平成３０年度公民館運営審議会等日程の差し替えについて。 

中川庶務係長  当日配付になりましたが、日程表の差し替えをしたいと思います。 

 ２月の審議会で、平成３０年度の日程を一度お配りしていると思いま

すが、少し日程の組みかえを行いましたので、前のものは破棄していた

だきまして、こちらの新しいものを今後ご利用ください。 

 変わりました部分についてご説明いたします。１１月２２日、木曜日、

場所は８０１会議室、時間は１０時から１１時半で、前回はここが空欄

になっていたところなんですけれども、審議会を開催したいと思いま

す。変わって、３月に予定されていた審議会は中止にしたいと思ってお

ります。３月分を１１月分に持ってきた形になります。 

 また、前回の日程表に記載されていなかったんですが、正副委員長に

はご説明してあるんですけれども、三者懇談会の日程が決まりまして、

５月１７日、木曜日となります。時間は２時からとお書きいただければ

と思います。 

 あと、３番の委員研修等のところの１段目、東京都公民館連絡協議会

の定期総会が、明日の２０日、金曜日、午後に開催されるとなっていま

す。 

 差し替わった部分については以上になります。 

 あと、５月２４日、７月１９日の場所が、８０１会議から、それぞれ、

２４日については貫井北分館学習室Ａ、１９日につきましては、東分館

集会室Ａ、Ｂと変わっております。詳しい変更の内容等については、後

ほどご説明いたします。 

 以上になります。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。 

菅 沼 委 員   時間も５月２４日と７月１９日は午後になるんですね。 

國 分 委 員 長  はい。 

菅 沼 委 員   気をつけないと、今まで１０時からやっていたから、間違えちゃうと



 14  

いけない。 

酒 井 委 員   ５月１７日の三者の懇談会は、場所は。 

西村公民館長  場所は図書館の地下集会室を予定で聞いております。また、開催通知、

図書館からいただくので、そうしたら皆さんにお知らせしたいと思いま

す。現時点では図書館の集会室と聞いております。 

國 分 委 員 長  そのほかに、ご質問はありますか。 

吉 冨 委 員   午後からの時間に変更した分、結構時間帯が長いですけれども、何か

見学のような内容が含まれているのでしょうか。予定があれば教えてく

ださい。 

西村公民館長  先ほど、後ほどというのが、今日のその他の（２）で、事業評価の実

施についてということで、貫井北と東の評価を例年やっていただいてい

ると思うんですけれども、そちらの関係で、評価の時間をとっていただ

いて、長くなるということです。すみません。会議は通常どおり９０分、

１時間半ぐらいで。その後、１時間ぐらい評価に使います。 

國 分 委 員 長  事業評価のことは、もう一度後で話していただいて。報告事項、これ

までなんですけれども、よろしいですか。 

 

２ 協議事項 

 （１）公民館主催事業の市民へのＰＲ方法の改善・その後の進捗について 

國 分 委 員 長  では、２番の協議事項に移ります。 

 １番、公民館主催事業の市民へのＰＲ方法の改善・その後の進捗につ

いて、菅沼さんの提案から。 

菅 沼 委 員   公民館主催事業の市民へのＰＲ方法の改善・その後の進捗ということ

で、報告というか、ここで議論させていただきたいと思います。 

 これは、２月２２日の公運審で出しました。その後、２カ月たって、

なかなか進捗が思わしくないので、４月１２日に西村館長、大久保事業

係長と提案者の私が集まりまして、その後の進捗、どうやっていこうか

という打ち合わせをしました。 

 まず、現状認識ですが、１番の当報告書の２ページ以降の資料に基づ

きということがあるんですが、まず、２ページですが、公民館各館の講

座数は、大体本館が１６、貫井南が１０、それから緑、東、合わせて全

部で約９０講座あるんですね。この９０講座をどういうふうにＰＲして

いくかというのが一つの問題だということで、いわゆる小金井市のホー

ムページで見られるのが、３ページにカレンダーがあります。それから、

５ページの新着情報一覧を見ればわかります。それから、８ページに公

民館の講座案内という、この３つのところをたたき出せば、どんな講座

があるかというのが見られます。どれかを出せば見られるというシステ

ムになっています。 

 その中で、例えば一つのところをたたくと、９番、９ページですね。

先月出たようなチラシが全部入っています。ですから、このチラシを各

公民館でもらわなくても、市報でうまくたたき出せば、それぞれの人が

自分の家にいて、どの公民館が何をやっているかというのが大体わかる、
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そういう仕組みを市のホームページではつくっています。これをどうや

って公民館サイドが活用をしていくかというのが問題だなということ

で、例えば今の３ページを見ますと、この前もご説明しましたが、カレ

ンダー、４月では、２日と、１９日と、２０日、北町関係の行事しか入

っていません。５月も同じように、１５日、それから２３日、３０日の

シルバー大学と、北町の講座が入っています。 

 ５ページでは、線でぐるぐると丸しているところだけ、ちょろちょろ

と情報が入っていると。 

 ８ページは、基本的には、公民館の講座としてやるべき講座がほとん

ど入っているということで、８ページが一番この中では信頼度が高いと

思いますが、こういうようなところがあります。これをたたけば、さっ

きのチラシが出てくるということです。 

 現状では３つの方法があるんだけれども、それにインプットする精度、

実施度が悪いというのが、前回申し上げたところです。 

 １ページに戻っていただきまして、改善策について三者で話し合いを

しました。ホームページのＰＲの画面は、イベント情報から、先ほどの

カレンダー、新着情報一覧、公民館講座案内と、この３つの部分でＰＲ

ができるようになっていますと。これを３つも要るのかという話もあり

ましたが、基本的にはこの場では、この３つともちゃんとインプットを

していこうじゃないかということになりました。 

 イップットの精度としては、基本的には２ページ、先ほど言いました

公民館事業、全部で約９０ありますが、それを対象に、インプットをす

べきだと。それから、インプット者は、分館ごとに担当者を決めてくだ

さいと。ＮＰＯ関係はどうするかというのは、これは事業係でやるのか、

貫井北と東で担当してもらうのか、このあたりも決めておいたほうがい

いでしょうと。 

 それから、インプットのタイミングは、私としては、ここでの提案は

事業ごと、市報に掲載と同時にインプットをするということで、市報に

出た段階でインプットすれば、その後、申し込み等がありますので、間

に合うので、そこが一番いいんじゃないかと。こんなことでやったらど

うかということです。 

 その他、大した話ではないので、ちょっと省略しますが、これについ

て、職員の間でどういうふうにするかを、一度話し合いをしていただき

たいということで、今日、その報告があります。 

 それから、４番目に、ホームページの利用というのは、一般の市民の

方はなかなか今までうまく使えていないんじゃないかと。簡単にホーム

ページの中で、こういう内容がわかるようなマニュアルを公民館として

つくるべきじゃないかというのを提案しております。 

 公民館の事業係サイドの進捗について、この後、報告をお願いします。 

 以上です。 

國 分 委 員 長  ありがとうございました。 

大久保事業係長  いただいたご意見、全職員が、直営館の職員で担当させていただきま
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した。その結果ですけれども、まず、ホームページをつくり込む職員は、

各事業、講座の担当者が、市報の原稿とあわせてホームページの原稿も

つくっております。その公開のタイミングというのは、市報の発行と合

わせてホームページも公開をしております。 

 菅沼さんの資料の３ページ、４ページですが、こちらに認知症カフェ

ぬくいきたですとか、シルバー大学というような事業が載ってきており

ます。それ以外にも公民館の事業はあるんですけれども、ここに載って

いるシルバー大学というのは、逆に載せてしまうと、申し込みをした方

しか受けられない講座になっておりますので、これを見て、当日、おも

しろそうだなというふうにお越しいただいても、その方は参加すること

はできないという弊害がございます。ですから、職員の中では、申し込

みは完了しても、当日来ても受けられないものをここに載せるのは避け

たほうがいいでしょうという、そういった意見になりました。ただ、そ

れ以外のもの、当日どんどんお越しくださいというものは、どんどんこ

ちらのイベントカレンダー、必ず載せるようにということで周知徹底い

たしました。 

 続いて、５ページ、６ページの新着情報一覧ですけれども、菅沼委員

から、ぱっと見て、これは公民館でやっている事業だよ、講座だよとい

うのをわかるようにしたらどうなのかというご意見をいただきまして、

その辺、私どもで、新着情報に載ってくる言葉尻といいますか、どうや

って目立たせるようにしたらいいかということで検討したんですけれ

ども、ただ、ホームページをつくる方法が、目立たせるようにするため

に、例えば星マークを使ったりとか、米印を使ったりとか、そうするこ

とをしてしまいますと、視覚障害をお持ちの方のための音声読み上げソ

フトに対応できなくなってしまうというデメリットがありますので、何

でもかんでも記号を使えばいいよというものではなくて、鍵括弧と、半

円の括弧、それ以外の記号は使わないでくださいというルールがござい

ます。ということで、公民館の事業、講座につきましては、必ず頭に公

民館、何々館というようなことをつけるように今後徹底いたします。 

國 分 委 員 長  具体的には、公民館緑分館という。 

大久保事業係長  そうですね。その後、鍵括弧で講座のタイトルをつけると。というよ

うなことで、全職員、そのようなルールでやろうかということで徹底い

たしました。 

 最後の８ページの部分、講座の案内のところですけれども、例えば小

金井市のホームページの一番頭のページから、公民館講座の案内はこち

らに飛ぶような仕掛けをつくれないかということで、ホームページの担

当部署と調整したんですけれども、そういったことはシステムの改修に

なってしまいますので、結構費用が発生するということで、それはでき

ないということで、こちらについては、ここまでたどり着くのに、何回

かクリックしていかないとならないんですが、これは改善ができない状

況でございます。 

 それから、以前に吉冨委員からいただきました、ＳＮＳを活用して、
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どんどん情報の発信ができないのかということだったんですが、ホーム

ページ、それからＳＮＳ、ツイッター、小金井市でアカウントを持って

おります。また、貫井北と東分館についても、ＮＰＯ館についても、そ

れぞれツイッターのアカウントを持っているんですが、直営館のほうは

小金井市役所のアカウントを活用して、講座の情報発信を行っていきた

いと思っております。 

 以上です。 

國 分 委 員 長  どうもありがとうございました。 

菅 沼 委 員   例えばシルバー大学の話が出ましたけれども、事業ごと、市報に掲載

と同時に、インプットの、第１回目だけは入れることはできるでしょう。

そこから始まるからというので、第１回だけ入れておけばいいじゃない

ですか。それは市報で募集したときに入れれば、第１回目からで、どん

なことが始まるのかなというのがわかるんだから、１５回なら１５回の、

全部入れる必要はないけれども、市報が出たと同時に、第１回だけ入れ

ておけば、ここからシルバー大学は始まるんだなと。いつ応募するのか

なというのがわかるから、初めの回だけは入れておいたらどうかという

のが私の提案です。 

 あと、公民館緑分館とか、そういうのを入れるというのは、いいと思

います。 

 それから、４番のマニュアルです。やっぱり何か簡単なマニュアルを

つくってほしいんですよね。これ、わからないでしょう。私もいろいろ

調べてここまできたわけで、普通の人はなかなかわからないですよ。そ

れを、こうやったらできるよというマニュアルを置いて、講座の最後５

分でも、皆さんにこうやるんですよという説明をするとか、そういうこ

とをＰＲしなきゃいかんと。基本的に、私がぶつぶつ言って、うるさい

と言われるかもしれないけれども、公民館の重点施策の４番に、ＰＲ方

法をいろいろ考えるというのが入っているんですよね。だから、それは

当然、言われなくたって、やらなきゃいかんことなんですよ。だから、

やっぱりそういうことに対して積極的に、前向きに、私は取り組んでも

らいたいと思います。 

 以上です。 

畠 山 委 員   今、菅沼委員がおっしゃった、（４）のホームページの利用、出てき

ちゃったんですけれども、ホームページにもインプットがあるんですけ

れども、基本的には月刊こうみんかんで出していますよね。月刊こうみ

んかんというのは、私も地域を見ますと、自治会でもみんなそうです。

あれは全部見るんですよ。高齢者が確かにどんどん増えています。じゃ、

ホームページを見ますかと聞いてみると、基本的には月刊こうみんかん

を見て、公民館の活動をみんな認識しているわけですよね。だから、せ

っかく月刊こうみんかんをつくったわけですから、あえて多くの人が使

い切れないようなのじゃなくて、地域の住民がわかりやすいような、月

刊こうみんかんをもっと積極的に活用してもらえれば、多分、多くの市

民が見ると思います。こういう形になっちゃうと、細かい文章、全部、
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新着情報を見るわけです。でも、なかなか多くの市民は見ないだろうと。

やっぱり目の前にあるものが回覧板で回ってくると、それを見て、公民

館、何をやっているんだと。こういうことをやっているんだと、こうい

うことをやるんだということが自然に伝わると。だから、せっかく出し

ている月刊こうみんかんをもっとうまく活用すれば、もっともっとＰＲ

活動ができるんじゃないかと、そんなふうに私は思っております。 

國 分 委 員 長  いろいろ出て、この場で解決というわけにいかないので、今の菅沼さ

んとかのご意見で。簡単に。 

吉 冨 委 員   あと１点あったのですが、よろしいですか。 

     紙媒体で発信するというのも、とても大事だと思います。私たちはよ

くスマホやパソコンを使いますが、大学生世代のユーザー側のことを考

えると、ほぼグーグル検索で、キーワードを入れてそこにたどり着くと

いうことが多いと思うんです。小金井市の公民館で何をやっているかな

と、まず市役所のサイトを見てみようではなくて、口コミで、あそこで

こんなことが今度あるよ、といったときに関連するキーワードを打っ

て、そこから情報にたどり着くというルートが極めて多いと思います。

したがって、講座のタイトルの中に、オリジナリティーの高いキーワー

ドや印象に残る講座をあらわすキーワードを入れておいて、うまくそこ

につながっていくような情報発信を、少しユーザー側の行動から考え

て、戦略的に載せていくというのはあると思います。 

國 分 委 員 長  いろいろな方法が考えられると思いますが、今出ましたのをチェック

していただいて、もう一度、あと、回答は次回とかで。改善できないと

ころもあるということでしたので、その辺も含めて、一旦この件は終わ

りにさせていただいてよろしいですか。 

 まだありますか。 

西村公民館長  今、いろいろ、紙媒体とか、電子媒体のＰＲの方法があるので、その

辺も含めて、また、回答というか、どういうふうに検討しているかとい

うのをご報告したいと思います。 

國 分 委 員 長  検討してください。よろしくお願いします。 

 

 （２）第３４期公民館運営審議会検討事項等について 

國 分 委 員 長  それでは、協議事項２、第３４期公民館運営審議会検討事項等につい

て。これは館長から。 

西村公民館長  前回の審議会のほうで、検討事項に対する進捗並びに回答の報告一覧

をということで、吉冨先生ご協力のもと、つくらせていただきました。

Ａ４横書きで３ページ。１枚目が表裏という形で。 

國 分 委 員 長  本日配付された、これですか。 

西村公民館長  当日配付です。 

國 分 委 員 長  これで、先生方、チェックしていただいて。 

吉 冨 委 員   まず、議事録が全部丁寧に残されていましたので、例えば検討します

とか、調整します、確認しますというような言葉を拾っていって、そこ

の文章にマーカーをつけて、そこで課題を整理していくという作業をし
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ました。 

この枠は牛込さんがたたき台をつくってくださって、そこに少し項目

は追加しましたけれども、私のほうで抜粋したものを入れていって、実

際に誰が発言したかということも含めて少し整理をしてみました。そう

すると、１０項目以上、検討事項が残っていることがわかりましたので、

審議会を進めていく中で、活動を前進していくためにも、一つ一つ解決

しこというのは大事だと思うので、もう既にご準備いただいて、例えば

牛込係長の、実際にここだけではなくて、ほかの公民館で開催するとい

ことについては決めていただきましたし、既に決定していただいたこと

もあります。 

ただ、回答の中には、今、少し拝見したところ、結果という表現はあ

まりよくないなと思いまして、今、保留になっていることと決定してい

ることが混在していますので、保留になっているものは、これは持ち越

しで、今後検討するということが良いと思います。委員長と副委員長で

毎回こういう確認をしていくということと、あと、議事録の確認は輪番

でいかがでしょうか。さかのぼって、私のほうで全てやりましたけれど

も、交代でやるほうが、共有の意味もありますし、私ももちろんやりま

すので、いかがでしょうか。 

國 分 委 員 長  そうすると、具体的には正副委員長と。 

吉 冨 委 員   進行していただくというか、これを確認するということを、毎回審議

会で進めていただくというのは必要かなと思います。 

國 分 委 員 長  館長のご意見。 

西村公民館長  吉冨先生にご説明いただいて。前段、この表もあれなんですけれども、

結果というところが、一応、今回、こちらのほうで解決しているか、保

留になっているかという部分を記入させていただきました。 

 今、吉冨先生おっしゃったとおり、まだ検討しているとかが混在しち

ゃっているので、その辺を別にして、解決しているものは、ただ見てい

ただいて、こうなんだというのをいただければいいんですけれども、保

留になっているものは、また再度検討するか、もしくはもうちょっと時

間をいただくかとかいうのがあると思うので、今回、正副に渡すのがぎ

りぎりになってしまいまして、その辺を、１回ずつ、この表に加えてい

く形でやると、今回は結構難しかったので。 

吉 冨 委 員   今回はボリュームありましたけれども、１回分というと、そんなに、

少ない回もありますし。 

國 分 委 員 長  毎回であれば、そんなに量はないから。そうすると、次のというか、

今日の問題点は、次の会議のときに回答等を確認するということで。 

吉 冨 委 員   毎回確認するということは、委員長、副委員長にお願いしたいことな

んですけれども、抜き出して課題を確認するという作業は、パソコンを

使うと大変という方もいらっしゃると思うので、議事録に線を引いて、

ここですというのだけ示していただければと思います。とりまとめは市

の方にご担当頂くということでよろしいですかね。 

國 分 委 員 長  庶務係長のほうで問題点にアンダーラインをするとか。 
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西村公民館長  そのような形で。 

吉 冨 委 員   これまでの議事録にマーカーを引いたものを全部お送りしてありま

すので、やり方はごらんいただいて、見える形にはなっています。 

國 分 委 員 長  この方向で改善していく形で。 

西村公民館長  一回、それで進めていく形で。 

國 分 委 員 長  具体的には、どうするのかは、また。 

西村公民館長  また相談していただいて。 

國 分 委 員 長  わかりました。よろしいでしょうか、それで。 

酒 井 委 員   先ほど、吉冨先生がおっしゃったか、わからないですけれども、結果

で一くくりになっちゃっているので、ちょっと読んでわかりづらいので、

何という表現がいいかわからない。継続と。 

國 分 委 員 長  項目を分けてという。 

酒 井 委 員   そうするとわかりやすいと思います。 

國 分 委 員 長  読めばわかるんでしょうけれども、とりあえず見て、懸案事項かどう

かという区別だけはしてほしいということでよろしいですか。そのぐら

いはいいですか。 

西村公民館長  ２つに分けるという。 

國 分 委 員 長  その方向で、今後改善していきます。 

大久保事業係長  １ページ目、漢字の間違いがございましたので、訂正させていただき

たいと思います。 

 一番下段、２９年９月１３日、第１回、菅沼委員からのご意見がござ

いました。一番右のほうに備考と書いてございます。陶芸入門講座のほ

か、各館で土曜日や日曜日に開催される講座を増やしていますとありま

すが、「講座」が銀行口座の「口座」になっておりますので、申しわけ

ございません。セミナーの「講座」に、おわびして訂正させていただき

たいと思います。 

國 分 委 員 長  お願いします。これだけでいいですか。 

 これは、また、皆さん、読んで確認しておいてください。 

 

３ 審議事項 

 （１）公民館事業の計画について 

國 分 委 員 長  では、審議事項に入ります。公民館事業の計画について。 

大久保事業係長  お手元の送付資料（３）公民館事業の計画について、ご説明いたしま

す。 

 今回、本館２件、貫井南分館１件、合計３件の事業を提出しておりま

す。概要をごらんいただきまして、ご意見、ご質問等ありましたら、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。 

菅 沼 委 員  僕の見間違いかな。例えば３７回公民館本館まつりは、定員先着４０

名と書いてあるけれども、それから、貫井南センターまつりも定員５０

名と書いてあるけれども、これは何人来たっていいんでしょう。 

國 分 委 員 長  お願いします。 
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大久保事業係長  これは、特別イベントの高井戸マジッククラブさんのイベントがある

んです。 

菅 沼 委 員   このマジッククラブだけが５０人という意味ですか。 

大久保事業係長  そういう理解でございます。 

菅 沼 委 員   ちょっと紛らわしいな。本館まつりは幾ら来てもいいんだから。わか

りました。意味は理解したけれども。 

國 分 委 員 長  一応、審議事項、事業計画、よろしいですか。 

 

４ その他 

 （１）公民館企画実行委員の改選について 

國 分 委 員 長  その他に移りまして、１番、企画実行委員の改選について。大久保係

長から。 

大久保事業係長  公民館企画実行委員の改選について、スケジュールのご説明をいたし

ます。 

 まず、市報５月１５日号と、あわせてホームページ等で、まず情報を

公開いたします。任期は、７月２１日から平成３２年７月２０日までの

任期となってございます。 

 説明会を６月５日の火曜日、午後２時から３時まで、公民館本館で行

います。その際に応募用紙を配布いたします。 

 応募方法といたしまして、６月１５日、午後５時までに、応募用紙に

必要事項を明記し、直接各公民館へご提出いただきます。 

 選考方法は、６月１９日、火曜日、午後２時から、公民館本館、学習

室において、調整会により決定いたします。 

 雑駁ですが、以上になります。 

國 分 委 員 長  何かありますか。 

畠 山 委 員   今、そちらのほうから説明がありましたけれども、公民館の企画実行

委員会とあるんですけれども、これはＮＰＯ法人の北町、東、ここには

理事会があります。それぞれ２０名ぐらいいらっしゃるんですよね。 

 今までの反省なんですけれども、この実行委員会の、北町に送ります

よね。半分ぐらいやめちゃいます。なぜかというと、それぞれの理事会

が、具体的なことを現場のほうでよく知っていますから、どうしてもそ

こで意見が強くなって、じゃ、それを主体にやっていこうじゃないかと

なると、言ってはなんですけれども、素人がそっち側に入り込んでいっ

て、これはできませんよと言っても、なかなか意見の整合性がとれない。

基本的にはダブルスタンダードになってしまうんですよね。だとしたな

らば、現状の理事会の中から、理事長をまず選出してもらって、その人

を企画実行委員会に当てはめると。そうすれば、こちらの事務局として

も、どういう人がどういう企画を練ってくるのかと、どういう実行をす

るのかということが把握できると思います。 

 なぜこういうことを言うかといいますと、私も南分館でいろんな人か

ら話を聞きますけれども、北町公民館というのは、ちょっと特殊なとこ

ろで、自分たちもこういうようなことをやっているじゃないかとか、そ
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んな意見も、南がちょっと狭いからしようがないんですけれども、聞か

れます。フラットに物事を考えるならば、やっぱりその人たちも企画実

行委員会に巻き込んで、全体でどういうふうに運営したらいいのかとい

うことを、ここらでそろそろ考えておかないと、ここで乖離が起きてし

まうと、実行委員会、選んだとしても、北町と東に関しては、何か違和

感があって、トラブルが起きるんじゃないかと。だとしたら、その人た

ちの中で選んでもらって、現場はよく知っていますから、知っている人

に選んでもらって、こちらのほうの企画実行委員会に参加してもらって、

全体的に調整を図っていくということが、一番運営していく上において

は望ましいんじゃないかなと、私はそういうふうに思っております。 

國 分 委 員 長  何か問題があるんですか。 

畠 山 委 員   現実問題、今までやめていますから。北町にいた人がね。 

國 分 委 員 長  細かいことがちょっとわからない。 

菅 沼 委 員   企画実行委員というのは、公民館館長のもとで、各館の事業の企画、

連絡、調査をやっているわけですから、ＮＰＯの人を全部入れるという

のはおかしい。基本的には一般市民公募にしておくべきだと思うんです。 

 現在の公募の企画実行委員には、いろいろやっていただいて、貫井北

だって結構実績を上げているわけですよね。だから、ＮＰＯの中だけで

考えるんじゃなくて、全体的な市のいろいろな問題を考えていくという

点では、私は一般公募をきちんと残しておくべきだと思います。 

國 分 委 員 長  今は一般公募で？ 

菅 沼 委 員   今は一般公募です。 

國 分 委 員 長  そのままで、別にいいんじゃないか。 

畠 山 委 員   今までの企画実行委員会、貫井北町のほうで行っていますけれども、

半分やめています。なぜやめちゃうのかということを聞いています、も

ともとＮＰＯ法人というのは、企画実行委員会がないころは、理事会で

いろんな現場のことを企画して実行していたんです。それでうまく回っ

ていたんです。それで、だんだん時代も変わってきて、企画実行委員会

が入ってきて、それでやりましょうと。そうなると、今までは、理事会

とあるんですけれども、理事会というのは一般の人がやっているんです

けれども、その人たちが考えたことと、企画実行委員会が考えたことが、

うまく一致すればいいんですけれども、一致しないと、どちらのほうの

考え方を優先するのかとなると、それはやっぱり、もともと理事会でや

ってきた人の考えを優先するだろうと。それを、うまく整合性をとるた

めには、やはり現場の人の意見、現場ですから、向こうはね。現場で見

ているわけですから、理事会のメンバーは。その人の意見を尊重すべき

じゃないかなと。そうしないと、こちらのほうから、何でもかんでも、

ああしろ、こうしろと言ってしまうと。やはりそこにはそごが生じてし

まう、トラブルが起きる原因になると思います。私はそんなふうに思っ

ています。 

菅 沼 委 員   私は全然意見が違うから。 

國 分 委 員 長  一応、今は公募でやって、問題は、具体的には、畠山さんはＮＰＯの
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北と東について言っておられるんですか。何か問題があるんですか。今、

やめちゃったという。 

菅 沼 委 員   だから、私がさっき言ったように。 

國 分 委 員 長  運営している中で、特に今おっしゃったことは問題になっているんで

しょうか。 

村 山 分 館 長  現状としては、今、畠山委員から、理事会で理事の方々が企画して、

それを実行と言い切っておりますけれども、開館当初から一度もそのよ

うなことはないです。私は理事ですので、理事会には全て出ていますけ

れども、理事会の中で企画するということは一回もやったことはござい

ません。 

國 分 委 員 長  では、問題ないんじゃないですか。 

畠 山 委 員   それは、その後の話ですよね。その後というか、北もできて大分たっ

ていますから、その後、だんだん時代が変わってきて、実行委員会がこ

ちらのほうで選任して、こういうふうに入れたと。最初のスタートライ

ンが違ったんです。全部理事会でやっていたんですよ。 

菅 沼 委 員   私も初めに理事でいましたから、当時の状況を知っていますが、少な

くとも４月に立ち上げて、７月までは企画実行委員もいないし、そうい

う経験者でいろいろ企画をしようということで、暫定的にやっただけで

あって、その後は、企画実行委員がきちんと入ってからは、企画実行委

員をベースにやっていると、私は認識しております。 

國 分 委 員 長  時間も押していますので、この件については。 

西村公民館長  一言だけ。今、畠山委員から言われた話も、菅沼委員から言われた話

も、前の議事録、私、確認したんですけれども、当初はいろいろあった

ようなんですよね。ＮＰＯ法人を運営するという新しい試みだったの

で、企画実行委員さんはどうしようかねというような話もあったような

んですけれども、村山館長が言ったとおり、今は落ち着いているようで、

ただ、我々もというか、着任して、運営はお願いしているＮＰＯ法人が

いるのに、企画実行委員さんというのも、立場上、どうなのかなという

のもありますので、今、そういったご意見があったということで、我々

も改めて、検討というまでではないですけれども、ちょっと考えていき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

國 分 委 員 長  一応、そういうことで。このままで、スケジュールどおりにやってい

ただく。 

西村公民館長  ７月は、時期が数カ月しかございませんので、その辺、また次回以降。 

國 分 委 員 長  今後、勘案しながらということで、よろしいですか。 

西村公民館長  お願いします。 

酒 井 委 員   体制の件なんですけれども、多分、東は実行委員の方、男性なんです

ね、全員。応募される方に女性がいなければ、それは仕方がないんです

けれども、女性の方も入ってほしいなという、希望的観測があります。 

 以上です。 

國 分 委 員 長  その辺は、何かありますか。 

鈴 木 分 館 長  その辺は、企画実行委員さん、６人の方からも、ぜひ女性をというこ
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とも言われておりますし、やはり女性の観点から講座を企画するという

こともほんとうに大事ですので、２年ぐらい前から、そういうことは課

題として、次につなげようということで考えております。 

 また、先ほどの畠山委員さんのご意見ですけれども、当館におかれま

しても、ＮＰＯの関係、理事などの方の主体としてやることは一切ござ

いません。実行委員さんの意思を尊重して運営しておりますので、そう

いったことはございません。 

國 分 委 員 長  よろしくお願いします。 

 

 （２）事業評価の実施について 

國 分 委 員 長  事業評価の実施について、先ほどに補足して、お願いします。 

大久保事業係長  それでは、先ほど日程のところで触れた件ですが、５月２４日、木曜

日と、７月１９日の木曜日、午後の時間帯で公運審の会議を開催させて

いただきます。その後、委託館、貫井北と東分館の事業評価を委員の皆

さんにしていただく日程ということで、お願いしたいと思います。 

 前回の事業評価のときに出た意見なんですが、評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、

Ｃという４段階評価で、今回も実施する予定ですが、皆さん、大体Ａを

つけて、評価していただいているんですが、多数決でＡにならしてしま

わないで、その中で、ＳとかＢの評価があれば、例えばＳが一つでもあ

ればＡプラスにするとか、Ｓが２つあればＳにして評価するとか、逆に

ＢがあればＡマイナスにするとか、そういったことで、何とか少数意見

も吸い上げるような評価の集計結果になるようにということで、ご意見

いただいていますので、その辺も事務局のほうで案を作成して、お願い

したいと思います。 

國 分 委 員 長  よろしくお願いします。これは具体的に、配られるんですか。 

大久保事業係長  事前にお配りいたします。ヒアリング等は、そのときに、各分館の分

館長が対応させていただきたいと思います。 

國 分 委 員 長  一斉にということですか、今回は。 

大久保事業係長  そうです。 

國 分 委 員 長  去年は個別に行ってやっていたんですけれども、やはり職務上のこと

もあるので。 

菅 沼 委 員   事業評価を行うときに、活動状況がわからないと評価できないんです

よ。例えば２８年度と２９年度では、来館者がどのくらい増えたかとか、

それから、利用率がどうだったとか、講座数はどのくらいになっている

かとか、そういう資料がないと評価できないんですよね、活動状況の評

価というのは。やっぱりそういう数字があって、きちんと評価すべきだ

と思うんだけれども、そういう資料はどこまで用意してくれるんですか。 

 今、事業のまとめがあるけれども、それの２９年度版がある程度でき

れば、それと参考にして、こんな活動だなということで評価ができるん

だけれども、何もそれがないと評価できないですよね。どんな講座で、

どのぐらい増えたとか、人がどのぐらい増えたとか、あるいは、昔、ア

ンケートをやりましたよね、各館で。そのアンケートを、今やっている
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のか、やっていないのか、アンケートをやっているんだったら、アンケ

ートの結果がどのくらい、今、どんな意見があるんだとか、そういう資

料がないと、ただ評価案を持っていって、さあやりますと言ったってだ

めだよね。その辺は、どこまで資料ができるんですかというのが、実施

の時期にかかわってくると思うんだけど。今、頭の中でぱっと考えたの、

なんだったら、資料、こんなものをくれというのが、必要であれば一回

整理してみるけれども、ある程度ないと評価できないよね。 

大久保事業係長  前回も評価に先立ってアンケートを実施したんですけれども、図書館

と調整して実施する予定でおります。５月２４日の北分館の評価に間に

合うように集計して、委員の皆様にはアンケートの結果、お渡しできる

ように進めます。活動の状況についてですが、ゴールデンウイーク明け

には多分、何とか形になると思うんです。 

菅 沼 委 員   ２８年と２９年度を比較してこうなりましたとか、そういう資料がな

いとね。例えば利用者数はどうなっているのかとか、各部屋の稼働率は

どこまで上がってきているんだろうかとか、それから、講座数は、どれ

だけ、前に比べて増えているとか、もうちょっと年代層でいけば、若い

ほうが増えているのか、そんなのが出ると一番いいんだけれども、そう

いうのがないと事業評価はできないよね。 

吉 冨 委 員   評価に関して、私もほかで外部評価委員になっていますが、施設の評

価もするのですけれども、基本的な来館者数とか、どういう属性がどう

前年度と比べて変わったとか、基本的な数であらわせる情報は多分とれ

ると思います。あと、各講座でアンケートをとっていたりした場合に、

それが楽しかった、おもしろかっただけでいいのか、もう少し、自由記

述からこういうことがわかったとか、こういうことを今度やってみたい

とかいう、定性的な評価まで踏み込むこともできますよね。各館、どの

レベルまで評価ができるかわかりませんが、そういう評価は、今後にも

役立ちますし、公民館のアピールにもなりますので、もし機会があれば、

時間の関係もあると思いますが、できる範囲でまとめてみたらどうかと

思いました。 

畠 山 委 員   よろしいですか。 

國 分 委 員 長  時間があまりないので。 

畠 山 委 員   １個だけ。吉冨委員が今おっしゃったことですけれども、去年までの

評価表はあるんですよ。それはごらんになっていますか。 

吉 冨 委 員   ないです。 

畠 山 委 員   それも一度ごらんになって、どこに問題点があって、どういうふうに

プラスになることをしたらいいかということを改めて提案してもらった

ほうが。要するに、今まではこういう評価表で来ましたよと。今度はそ

こをこういうふうに修正したほうがいいじゃないですかと。 

吉 冨 委 員   今までの評価の観点を見直すというのも課題の一つにあったので、そ

ういうことも含めてでしたら、せっかくとっているアンケートをもう一

度見直してみるとか、そういう準備は、していただける分はしていただ

いてもいいかという意見です。 
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國 分 委 員 長  なるたけ資料を、評価しやすいようにしてください。 

西村公民館長  事業のまとめの集計は完成に近づいているんですよね。なので、その

辺、今のご意見等も含めて、ちょっと集める。確かに材料があったほう

が評価も楽だと思いますので、その辺、調整させてください。 

 日程は、ここで、毎年このぐらいの日程でいきたいなというので、今

年、５月、７月というのは、昨年度の評価をしていただいて、来年度の

予算要求とかに生かしていくという意味で、どうしても、９月、１０月

以降に来年度の予算とかの関係が始まってしまうので、時期は、例年、

この時期を想定していただく形で。 

國 分 委 員 長  間に合うように、資料のほうも。 

西村公民館長  不都合があれば、また調整させていただきますので。 

大久保事業係長  最後に、委員の皆さんにお願いですが、貫井北分館、東分館ともに駐

車スペースがございませんので、公共交通機関、お車でお越しの場合は、

付近のコインパーキングをぜひご利用いただきたいと思います。ご協

力、よろしくお願いしたいと思います。 

國 分 委 員 長  その辺は、よろしくお願いします。 

 

 （３）その他 

國 分 委 員 長  その他ですけれども、今日、科学の祭典について、平野さんから資料

が出ていますので、これをどうするかというのと、大体スケジュールみ

たいなのだけは発言したいんですが、時間がない。 

西村公民館長  １５分ぐらい大丈夫だと思います。１０分、１５分ぐらい。 

國 分 委 員 長  私が早く帰らなきゃいけない。 

菅 沼 委 員   これは一回切って、委員だけでやればいいんじゃない。 

吉 冨 委 員  私、失礼しないといけないんですけれども、よろしいですか。 

國 分 委 員 長  もうやっちゃいましょう。私はいいですよ。 

西村公民館長  委員長、会議を一回。 

國 分 委 員 長  審議会は以上で終わらせていただきます。どうもありがとうございま

した。 

 今、委員の方だけで、時間のない方はお帰りいただいて、とりあえず、

このアンケートをそのまま使って。提出期限だけ、やらなくちゃいけな

いと思っているんです。 

平 野 委 員  あと、何かこういう意見があれば。書いて、写真で撮って送ってもら

えれば、それで直せるので。 

平 野 委 員  そうです。いかがですか。こんな感じでわかりますかね。言わんとし

ていることは。 

國 分 委 員 長  ありがとうございました、こうやって。そうしたら、期限を入れて。 

平 野 委 員  ９月２３日だから、そんなにゆっくりではないですものね。 

國 分 委 員 長  そうなの。だから、早いほうがいいんだけれども、あまり集まらなか

ったら、もう一回みたいになるとしても、１回……。 

菅 沼 委 員   ５月には大体方向を決めないと。だから、２３日の前といったら、２

０日ごろか。 
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國 分 委 員 長  あと１カ月ぐらい。じゃ、もうすぐ配って。 

平 野 委 員  一月ぐらいで意見がなければ、こっちで考えるぐらいのことで。 

國 分 委 員 長  一応期限、入れたほうがいいです。 

平 野 委 員  そうですね。期限を入れないと。 

畠 山 委 員   意見がある人。ない人はしようがない。 

平 野 委 員  なければ、来ないわけだから。 

國 分 委 員 長  だから、ちょっと書いておかないと、何がなんだかわからない。 

平 野 委 員  ５月いっぱいぐらいですか、ぎりぎり。 

菅 沼 委 員  次回の公運審、２４日。そうしたら２０日か、２１日か、その辺で回

収してみたほうがいい。 

國 分 委 員 長  一応、そうやって切ったほうがいいですね。なければ、こっちで考え

るしかない。 

平 野 委 員  これ、つくって公民館へ持っていっちゃっていいんですか。 

國 分 委 員 長  館長にお願いして。これ、つくるのはどうするの。 

菅 沼 委 員   何が。 

國 分 委 員 長  これ。 

菅 沼 委 員   予算１万円の範囲内でやる。 

國 分 委 員 長  １万円の中で。１万円あるので、立替になっちゃうんですけれども。

お願いしちゃっていいですか。そうしたら、公民館に、５カ所だから、

１カ所、５０ぐらいにしますかね。 

中川庶務係長  刷ったら、そのまま受け取りますので。 

國 分 委 員 長  あと、どこでしたっけ。大学とか。すみません。いいですか、お願い

して。 

 

―― 了 ―― 

 


